
別紙様式２号

整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（長崎県　令和２年度）

メニュー① メニュー② 事業内容 事業費

（円）

（工種、施設区
分、構造、規
格、能力等） 交付金

都道府県費
市町村費 その他

諫早市
諫早第９ﾐﾆ
ﾄﾏﾄ生産組
合

野菜(ﾐﾆﾄﾏ
ﾄ)

全出荷量に占め
るブランド野菜
の割合を26ポイ
ント増加

49.2％

ブランド野
菜16,800kg/
全出荷量
34,126kg

46.2% ブラ
ンド野菜
47,937ｋｇ
全体出荷量
103,711ｋ
ｇ

46.1%
ブランド野
菜
49,496ｋｇ
全体出荷量
107,454ｋｇ

56.21%ブラ
ンド野菜
58,328ｋｇ
全体出荷量
103,763ｋｇ

75％

ブランド野
菜93,600kg/
全出荷量
124,800kg

27.2%

ブランド野菜の
割合を7.0ポイ
ント増加でき
た。

野菜(ミニトマ
ト)

10/a当たりの
収量を19.6％
増加

10,037kg/10
a

総出荷量
34,126kg/作
付面積34a

9,972ｋｇ
/10a

総出荷量
103,711ｋ
ｇ/104a

10,332ｋｇ
/10a

総出荷量
107,454ｋ
ｇ/104a

9,977ｋｇ/10a
総出荷量103,763
ｋｇ/104a

12,000kg/10
a

総出荷量
124,800kg/1
04a

-3.1%

10a当たりの収
量が計画時と比
べて0.6％減少
した。

【生産技術高度
化施設】
低コスト耐候性
ハウス
9棟
10,489.5㎡

182,861,360 90,127,000 16,895,000 18,025,000 57,814,360 H29.11.28

新規栽培者の技術確立が不十分で
あった為、目標反収に到達できませ
んでした。　引き続き優良農家の事
例報告を行い、技術力の強化を図り
ます。反収増加を目指します。

台風や気象条件の影響に左右され
ない安定した収量を確保するた
め、環境制御技術等の技術習得を
図るとともに、新規栽培者の技術
力向上に向け、関係機関と連携
し、助言・指導を行う。

五島市
ごとう農業
協同組合

野菜(中玉
トマト)

上位規格品、秀
品Ｍの割合を
15.0ポイント増
加

43.8%

全出荷量
11,894kg秀
品（M）出荷
量5,213kg

事業完了が
3月の為作
付無し

30.1%

全出荷量
19,521kg秀
品（M）出荷
量5,877kg

22.6%

全出荷量
12,210kg秀
品（M）出荷
量2,759kg

58.8%

全出荷量
36,389kg秀
品（M）出荷
量21,397kg

-141%

全出荷量に占め
る秀品（M）の
割合が22.6％
で、現況値に対
して、21.2ポイ
ント減少した。

野菜(中玉トマ
ト)

10ａ当たり収
量を15.0％増
加

11,894kg/10
a

出荷量
11,894kg作
付面積1,000

㎡

事業完了が
3月の為作
付無し

7,328
kg/10a

出荷量
19,521kg作
付面積
2,664㎡

4,583
kg/10a

出荷量12,210kg
作付面積2,664㎡

13,680kg/10
a

出荷量
36,389kg作
付面積2,664

㎡

-409%

10a当たりの収
量が計画時に比
べて61.5％減少

した。

生産技術高度化
施設、低コスト
耐候性ハウス

2,664㎡

56,160,000 26,000,000 4,688,000 5,200,000 20,272,000 H30.3.14

定植直後の台風による降雨により圃
場一帯が冠水し、生育初期時の樹勢
の回復や病害の発生により出荷が遅
れることとなった。

台風の影響により、収量・品質と
もに低下した。
台風等気象災害の事前・事後対策
を徹底するとともに、環境制御技
術の習得・実践により、更なる収
量・品質の向上を関係機関と連携
し指導する。

南島原市
マルナン
ファーム株
式会社

野菜（トマ
ト）

【野菜】
当該品目の秀品
その他上位規格
品（大きさ、外観
品質、内部品質）
の割合を15ポイ
ント増加

上位規格品
（L玉）の割合
9.6%

総出荷量
88,731ｋｇ
上位規格品
出荷量
8,503kg

上位規格品
（L玉）の割
合
7.9%

総出荷量
148,165kg
上位規格品
出荷量
11,634kg

上位規格品
（L玉）の割合
25.0%

総出荷量
147,863kg
上位規格品
出荷量
36,996kg

上位規格品
（L玉）の割合
3.1%

総出荷量
132,628kg
上位規格品
出荷量
4,101kg

上位規格品
（L玉）の割
合
24.6%

総出荷量
135,122kg
上位規格品
出荷量
33,303kg

-43.3%

全出荷量に占め
る上位規格品（L
玉）の割合が
3.1％で、現況値
に対して、6.5ポ
イント減少した。

野菜
（トマト）

【野菜】
当該品目の単
位面積又は単
位収量当たり
の販売額を
16％増加

10a当たりの
販売額
4,733,411円

総販売額
39,760,653
円
面積
84a

10a当たり
の販売額
5,032,707
円

6.3%増加

総販売額
57,567,881
円
面積
114.3875a

10a当たり
の販売額
5,538,417円

17.0%増加

総販売額
63,352,572
円
面積
114.3875a

10a当たりの販売
額
5,306,240円

12.1%増加

総販売額
57,838,016円
面積
109a

価格補正1.076

10a当たりの
販売額
5,489,888円

16.0%増加

総販売額
62,797,454
円
面積
114.3875a

75.7%

10ａ当たりの販
売額は
5,306,240円
で、現況値に対
し、12.1%増加
した。

生産技術高度化
施設（低コスト
耐候性ハウス）
A=3,038.75㎡

41,040,000 19,000,000 3,495,000 1,900,000 16,645,000 H29.11.6

冬期の気温が高く安定していた。ま
た、こまめな追肥や少量多潅水を実
施した。研修会を実施し、炭酸ガス
使用技術が向上したこともあり、ト
マトの成長促進（L玉化）及び高単
価が維持できた。しかし、定植後初
期の病害虫の多発による黄化葉巻病
で産地的な大打撃を受け、壊滅的な
状況だったため、上位規格品及び
10a当たり販売額を伸ばすことがで
きなかった。

黄化葉巻病の多発し、欠株が生
じ、収量・品質が大きく低下し
た。
夏場の蒸し込み等により黄化葉巻
病の発生を抑えるとともに、引き
続き環境制御技術の向上に向け、
関係機関と連携し指導する。

島原市
島花卉第１
組合

花き（キ
ク）

全出荷量のうち
品質上位規格品
(秀品2L)の割合
60.1%
(全出荷量)
620,600本
(うち秀品2L)
373,300本

45.1%

(全出荷量)
475,580本
(うち秀品
2L)
214,700本

55.4%

(全出荷量)
517,480本
(うち秀品
2L)
286,800本

61.5％

(全出荷量)
491,060本
(うち秀品
2L)
302,100本

57.7％

(全出荷量)
627,000本
(うち秀品
2L)
362,000
本

60.1%

(全出荷量)
620,600本
(うち秀品
2L)
373,300本

84.0%

当該品目の全出
荷量に占める秀
品率の割合が計
画時よりも12.6
ﾎﾟｲﾝﾄ増加した

花き
(きく)

10a当たりの
収量
105,186本／
10a

620,600本／
59a

10a当たりの
収量
91,457本／
10a

475,580本／
52a

10a当たり
の収量
87,708本／
10a

517,480本
／59a

10a当たり
の収量
83,739本／
10a

491,060本
／59a

10a当たりの収量
106,271　　　本
／10a

627,000　　本／
59a

10a当たり収
量

105,186本
/10a

620,600本
/59a

107.9%

夏場の高温や、
労力の不足の対
策により安定し
た出荷につな
がった。

【生産技術高度
化施設】低コス
ト耐候性ハウス
1棟693㎡
循環扇4台
加温機1台
ヒートポンプ1
台
炭酸ガス発生装
置1台
自走式防除機1
台
自動カーテン一
式

25,272,000 11,731,000 2,187,000 2,469,000 8,885,000 H29.11.29
夏場の高温や、労力の不足の対策に
より安定した出荷につながった。次
年度以降も計画達成に努める。

10aあたりの収量は目標を達成した
ものの、上位規格品の割合が目標
を達成することができなかった。
夏場の高温等により、品質が低下
したことが影響しており、今後は
関係機関が一体となって、遮光、
夜冷等の高温対策を行うことで、
目標の達成を目指す。

雲仙市 野口園芸
花き（ｶｰﾈｰ
ｼｮﾝ）

▼【花き】
▼（上位規格品
の割合の増加）
▼全出荷量のう
ち品質上位規格
品（秀品2L）の
割合増加

上位規格品
の割合
55.4%
全出荷量
265,825本
うち上位規
格品147,485
本

―

上位規格品
の割合
56.7%
全出荷量
276,140本
うち上位規
格品156,550
本

上位規格品
の割合
59.8%
全出荷量
301,437本
うち上位規
格品180,312
本

上位規格品
の割合
64.5%
全出荷量
330,134本
うち上位規
格品213,045
本

48.3%

上位規格品の割
合
全出荷量
301,437本
のうち、
180,312本

花き（ｶｰﾈｰｼｮ
ﾝ）

▼【花き】▼
（全出荷量に
占める契約取
引の割合）
▼全出荷量に
占める契約取
引の割合

16.9%
全出荷量
265,825本
うち契約取
引数量
44,975本

―

11.3%
全出荷量
276,140本
うち契約取
引数量
31,200本

18.8%
全出荷量301,437
本
うち契約取引数
量56,687本

31.9%
全出荷量
330,134本
うち契約取
引数量
105,500本

12.6%

全出荷量
301,437本のう
ち契約取引
56,687本

【生産技術高度
化施設】
低コスト対候性
ハウス

880.00㎡

17,256,460 8,312,000 1,632,000 1,725,000 5,587,460 H30.1.19

夏季の高温の影響により、立ち枯れ
による単収の減少および開花遅延に
よる施設回転数の減少が発生してお
り、総出荷量が減少し、上位規格品
も減少してしまった。
今後は、遮光等により施設内の下温
対策を行い、目標達成を目指す。

夏場の高温の影響により、品質が
安定せず、上位規格品率、契約取
引率のどちらも達成ができなかっ
た。
一方、総出荷量は計画には届いて
いないものの順調に増加してお
り、今後は夏場の下温対策や栽培
管理を見直すなど、関係機関は一
体となって、目標の達成に向け、
支援を行う。

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了年月日

達成率
目標値（令
和元年）

目標値（令
和元年）達成率

（対象作物・畜
種等名）②

計画時（平
成28年）

１年後（平
成29年）

成果目標の具体
的な実績①

（対象作
物・畜種等

名）①

市町村名
事業実施主

体名

事業実施後の状況①

３年後（令
和元年）

１年後（平
成29年）

２年後（平
成30年）

成果目標の具体
的な内容①

負担区分（円）

成果目標の具体
的な実績②

事業実施主体の評価

３年後（令和元
年）

都道府県の評価

２年後（平
成30年）

計画時（平
成28年）

成果目標の具
体的な内容②

事業実施後の状況②



メニュー① メニュー② 事業内容 事業費

（円）

（工種、施設区
分、構造、規
格、能力等） 交付金

都道府県費
市町村費 その他

完了年月日

達成率
目標値（令
和元年）

目標値（令
和元年）達成率

（対象作物・畜
種等名）②

計画時（平
成28年）

１年後（平
成29年）

成果目標の具体
的な実績①

（対象作
物・畜種等

名）①

市町村名
事業実施主

体名

事業実施後の状況①

３年後（令
和元年）

１年後（平
成29年）

２年後（平
成30年）

成果目標の具体
的な内容①

負担区分（円）

成果目標の具体
的な実績②

事業実施主体の評価

３年後（令和元
年）

都道府県の評価

２年後（平
成30年）

計画時（平
成28年）

成果目標の具
体的な内容②

事業実施後の状況②

長崎市
ことのうみ
第３花き生
産組合

花き（キ
ク、トルコ
ギキョウ）

【花き】当該品
目の10ａ当りの
収量を増加

22,406本／
10ａ

【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
50,627本
/16.20ａ
【ｷｸ】
50,291本
/28.84a

25,250本／
10ａ

【ﾄﾙｺｷｷｮ
ｳ】
53,350本
/27.32ａ
【ｷｸ】
88,050本
/28.68a

34,089本／
10ａ

【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
77,454本
/27.32ａ
【ｷｸ】
113,446本
/28.68a

60,409本／
10ａ

【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
134,754本
/27.32ａ
【ｷｸ】
203,539本
/28.68a

67,692本／
10ａ

【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
164,400本
/27.40ａ
【ｷｸ】
216,300本
/28.84a

83.9%

【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
134,754本
/27.32ａ
【ｷｸ】
203,539本
/28.68a

花き(キク、ト
ルコギキョウ)

【花き】全出
荷量のうち契
約取引割合を
増加

契約取引の
割合　15.8%

全出荷量
【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
50,627本
【ｷｸ】
50,291本
うち契約
【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
8,000本
【ｷｸ】
8,000本

契約取引の
割合　0%

※施設建設
のため契約
せず。

契約取引の
割合
19.9%

全出荷量
【ﾄﾙｺｷｷｮ
ｳ】
77,454本
【ｷｸ】
113,446本
うち契約
【ﾄﾙｺｷｷｮ
ｳ】
18,000本
【ｷｸ】
20,000本

契約取引の割合
32.8%

全出荷量
【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
134,754本
【ｷｸ】
203,539本
うち契約
【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
46,000本
【ｷｸ】
65,000本

契約取引の
割合　31.5%

全出荷量
【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
164,400本
【ｷｸ】
216,300本
うち契約
【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
55,000本
【ｷｸ】
65,000本

108.3%

全出荷量
【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
134,754本
【ｷｸ】
203,539本
うち契約
【ﾄﾙｺｷｷｮｳ】
46,000本
【ｷｸ】
65,000本

【生産技術高度
化施設】低コス
ト耐候性ハウス
9棟（5,624㎡）
ヒートポンプ16
台
暖房機7台
循環扇23台
炭酸ガス発生装
置4台
二重カーテン

107,741,965 53,870,000 10,268,000 0 43,603,965 H30.3.31

施設の有効活用と周年安定栽培により、
単収が向上した。また、生産量の増加に
より契約出荷量の増加を図ることができ
た。しかしながら、トルコギキョウにつ
いて土壌病害の発生が出荷率に影響し、
目標数値までは到達しなかった。

単収は順調に増加しているもの
の、土壌病害の影響で、立枯れ等
が発生し出荷本数が減少したこと
から、10a当たり収量の目標を達成
することができなかった。しか
し、契約取引割合については目標
を達成しており、今後も継続した
契約出荷及び出荷本数の増加に向
け、関係機関と連携し、土壌病害
対策等に取り組むことで、目標達
成に向け、支援を行う。

諫早市
諫早第10ミ
ニトマト生
産組合

野菜(ﾐﾆﾄﾏ
ﾄ)

全出荷量に占め
るブランド野菜
の割合を15.62
ポイント増加

53.38％
ブランド野
菜10,646kg/
全出荷量
19,944kg

37.20% ブ
ランド野菜
11,382ｋｇ
全出荷量
30,550ｋｇ

39.25% ブラ
ンド野菜
28,684ｋｇ
全出荷量
73,076ｋｇ

41.98% ブラ
ンド野菜
33,271ｋｇ
全出荷量
79,257ｋｇ

69.0％

ブランド野
菜46,503kg/
全出荷量
67,395kg

-73.0%

ブランド野菜の
割合が計画時に
比べて11.4ポイ
ント減少した。

野菜(ミニトマ
ト)

10/a当たりの
収量を20.3％
増加

9,972kg/10a

総出荷量
19,944kg/作
付面積20a

10,183ｋｇ
/10a　総出
荷量30,550
ｋｇ作付面
積30a

13,012ｋｇ
/10a　総出
荷量73,076
ｋｇ作付面
積56.16a

14,112ｋｇ/10a
総出荷量79,257
ｋｇ作付面積
56.16a

12,000kg/10
a

総出荷量
67,395kg/作
付面積
56.16a

204.1%

10a当たりの収
量が計画時に比
べて41.5％増加
した。

【生産技術高度
化施設】
低コスト耐候性
ハウス
5棟
5,616.25㎡

100,980,000 47,856,000 8,729,000 9,571,000 34,824,000 H30.3.27

新規就農者の栽培技術が未熟であっ
たため、ブランド率を達成すること
が出来なかった。成果目標の達成に
向け、関係団体と連携し現地検討会
を開催し、問題点の共有と土壌診断
による適切な肥培管理の徹底を促し
ていく。

10a当たり収量については目標を達
成したものの、ブランド野菜の割
合については達成できなかった。
栽培技術を安定させるとともに環
境制御技術の習得・実践により、
ブランド率向上に繋がる品質向上
を目指し、関係機関と連携して指
導・助言を行う。

諫早市
長崎県央農
業協同組合

野菜(キャ
ベツ）

全出荷量に占め
るブランド野菜
の割合を15.21
ポイント増加

63.54％

ブランド野
菜513.1t/全
出荷量
807.5t

65.00％

ブランド野
菜
412.498t/
全出荷量
634.612t

72.50％

ブランド野
菜441.740t/
全出荷量
609.275t

70.31％

ブランド野
菜562.988t/
全出荷量
800.683t

78.75％

ブランド野
菜1,107.8t/
全出荷量
1,406.7t

44.5%

ブランド野菜の
割合は計画時よ
り6.77ポイント
増加した。

野菜(キャベツ)
10/a当たりの
収量を15.3％
増加

4,076kg/10a

総出荷量
807,474kg/
作付面積
19.81ha

3,573kg/10
a

総出荷量
717,163kg/
作付面積
20.07ha

2,608kg/10
a

総出荷量
609,275kg/
作付面積
23.36ha

4,155kg/10a

総出荷量
800,683kg/作付
面積19.27ha

4,700kg/10a

総出荷量
1,406,700kg
/作付面積
29.93ha

12.7%

10a当たりの収
量が計画時に比
べて1.9％増加
した。

【野菜共同育苗
施設】
キャベツ共同育
苗施設
１棟
3,312㎡

52,920,000 22,887,000 0 0 30,033,000 H30.3.23

令和元年産は台風の影響や天候不
順・排水不良による病害の発生は
あったものの、冬作が豊作であった
ため、ブランド率は伸びる形となっ
た。また、冬作は暖冬の影響を受
け、2月に出荷開始となる品種の出
荷の前倒しや豊作により、受け入れ
可能数をオーバーし、打ち込んだ圃
場もあった。春作については、ヨト
ウムシの発生により減収したため、
黄色灯などを利用し防除に努める。

冬作は豊作により出荷量のピーク
が他産地と競合し、実儒者の受入
可能数量を超え、計画的な出荷が
できなかったことと、春作におい
て害虫が発生したことにより、単
収及びブランド野菜の割合が達成
できなかった。病害虫防除の徹底
をはじめ、栽培技術の向上に向
け、関係機関と連携しながら指
導・助言を行う。

諫早市
有限会社本
田園芸

花き（草花
（ガーベ
ラ））

10/a当たりの収
量の増加

197,904本
/10a

総出荷量
712,455本/
栽培面積36a

136,062本
/10a  　総
出荷量
571,463本
/42a

165,505本
/10ａ
総出荷量
993,030本/
栽培面積60
ａ

174,667本
/10ａ
総出荷量
1,048,005本
/栽培面積60
ａ

206,295本
/10a

総出荷量
1,121,110本
/栽培面積
54.345a

-276.9%

反収は増加傾向
であるが、新型
コロナウイルス
による単価低迷
により、厳選出
荷を行った。そ
のため出荷数量
の減少となっ
た。

総出荷量
1,048,005本/栽
培面積60ａ

草花(ガーベラ)
契約取引割合
の増加

15％

契約数量
106,869本/
総出荷量
712,455本

18％　　契
約数量
107,000本/
総出荷量
571,463本

12%
契約数量
120,000本/
総出荷量
993,030本

33%　　契約数量
350,000本/総出
荷量1,048,005本

30％

契約数量
336,335本/
総出荷量
1,121,110本

120.0%

各出荷先市場と
協議、連携し、
契約取引割合の
増加を達成する
ことができた。

契約数量
350,000本/総出
荷量1,045,005
本

【生産技術高度
化施設】
低コスト耐候性
ハウス
2棟
1,834.5㎡

53,676,000 24,850,000 0 0 28,826,000 H30.3.20

栽培管理について問題は無かった
が、新型コロナウイルス感染の影響
により、花き消費・販売単価が低迷
した。そのため、厳選出荷を行わざ
るをえない状況となり、出荷数量・
反収が減少した。

順調に栽培ができていたものの、
新型コロナウイルス感染症の影響
を受け、単価が急落したため、上
位規格品のみを出荷するなど厳選
出荷を行ったことにより、10aあた
りの収量の目標を達成することが
できなかった。
今後も、継続した生産ができるよ
う関係機関が一体となって支援を
行い、目標達成に向け、指導す
る。



メニュー① メニュー② 事業内容 事業費

（円）

（工種、施設区
分、構造、規
格、能力等） 交付金

都道府県費
市町村費 その他

完了年月日

達成率
目標値（令
和元年）

目標値（令
和元年）達成率

（対象作物・畜
種等名）②

計画時（平
成28年）

１年後（平
成29年）

成果目標の具体
的な実績①

（対象作
物・畜種等

名）①

市町村名
事業実施主

体名

事業実施後の状況①

３年後（令
和元年）

１年後（平
成29年）

２年後（平
成30年）

成果目標の具体
的な内容①

負担区分（円）

成果目標の具体
的な実績②

事業実施主体の評価

３年後（令和元
年）

都道府県の評価

２年後（平
成30年）

計画時（平
成28年）

成果目標の具
体的な内容②

事業実施後の状況②

大村市

全国農業協
同組合連合
会長崎県本
部

野菜（いち
ご）

育苗施設の整備
により大果系品
種への転換を促
進するとともに
健全な親株の供
給を安定的に行
うことにより生
産性を向上さ
せ、L以上率を
3.56ポイント増
加させる
総出荷量7,520
ｔ　　　うちL
以上：5,291ｔ

L以上率
66.8％

総出荷量
7,504t

L以上5,012t

L以上率
73.1％

総出荷量
7,796t
L以上
5,703t

L以上率
75.6％

総出荷量
8,558t

L以上6,468t

L以上率
75.0％

総出荷量
8,295t

L以上6,225t

L以上率70％

総出荷量
7,520ｔ

L以上5,291
ｔ

256%

全出荷量に占め
るL以上の割合
が75％で、現況
値に対して、
8.2ポイント増
加した。

総出荷量
8,295ｔ

うちL以上
6,225ｔ

野菜（いちご）

育苗施設の整
備により大果
系品種への転
換を促進する
とともに健全
な親株の供給
を安定的に行
うことにより
生産性を向上
させ、単位当
たり収量を
7.3％増加さ
せる。
総出荷量
7,520ｔ
栽培面積：
210ha

単位当たり
収量3,337㎏

／10a

総出荷量
7,504t

栽培面積
224.8 ha

単位当たり
収量3,671
㎏／10a

総出荷量
7,796t

栽培面積
212.4 ha

単位当たり
収量4,058
㎏／10a

総出荷量
8,558t

栽培面積
210.9 ha

単位当たり収量
3,986㎏／10a

総出荷量8,295t
栽培面積208.1

ha

単位当たり
収量3,581㎏

／10a

総出荷量
7,520t

栽培面積
210ha

266%

10a当たり収量
が計画時に比べ
て19.4％増加し

た。

総出荷量
8,295t

栽培面積
208.1ha

育苗施設　3棟
1,237.5㎡

25,164,000 11,650,000 0 0 13,514,000 H30.3.30

計画的な品種転換や生産対策の徹底
により、目標を達成できた。今後は
育苗施設の活用により、さらなる品
種転換の促進と健全な親株の供給を
図っていく。

令和元年度より本格的な苗供給を
開始したが、大果系品種への計画
的な転換が図られたことで、目標
を達成した。
今後も単収向上に繋がる良質苗を
安定的に供給できるよう、関係機
関一体となって指導を行ってい
く。

諫早市
愛菜ファー
ム株式会社

野菜（ミニ
トマト）

化石燃料の使用
量を50%以上低
減
(廃油からの再
生油と新油の混
合割合1：1の燃
料を使用)

化石燃料の使用
量4,800L/10a
混合燃料0L/10a

0% -

100%

A重
油:1,390L/1

0a
再生油：

1,390L/10a

（A重
油:53,125L
再生油：
53,125L）

100%

A重
油:2,812L/1

0a
再生油：

2,822L/10a

（A重
油:107,425L
再生油：

107,825L）

化石燃料の
使用量を50%
以上低減
(廃油からの
再生油と新
油の混合割
合1：1の燃
料を使用)

化石燃料の
使用量
4,800L/10a
混合燃料
2,400L/10a

100.0%
化石燃料の使用
量を100ポイン
ト減少できた。

野菜（ミニトマ
ト）

10aあたり販
売額を17.2％
増加

10a当販売額
6,500,220円

面積:300a
販売額

195,006,608
円

-

10a当販売
額
5,378,802
円
新設面
積:382a
販売額
205,470,23
5円

10a当販売額
6,219,005円

新設面積:
382a

販売額
237,565,991円

価格補正1.099

10a当販売額
7,618,441円

新設面積:
382a
販売額
291,024,462
円

-25.1%

10a当
販売額
6,219,005円と
なり、計画時と
比べて4.3％減
少した

【高度環境制御
栽培施設】
ミニトマト低コ
スト耐候性ハウ
ス
8棟　38,208㎡
加温機
循環扇
複合環境制御装
置
細霧システム
炭酸ガス発生装
置
養液土耕システ
ム
ヒートポンプ
自動カーテン
出入口エアー
カーテン
水質浄化装置
等

766,778,400 354,990,000 0 0 411,788,400 H30.5.31

市場単価が前年に比べて微増した
が、低迷は続いており、作付の遅れ
により収穫量の減少もあったことか
ら販売額未達成となった。

定植遅れにより計画通りの出荷が
できず、単収が減少し、10a当たり
販売額の目標を達成できなかっ
た。今後は環境制御技術を含め、
栽培技術の向上に向け、関係機関
と連携し、指導・助言を行う。

東彼杵町
株式会社
FORTHEES

畑作物・地
域特産作物
（茶）

（茶）
産物販売単価指
数を現状の
177.9から218.8
まで増加

177.9
(年平均
販売単価
2,090円／
kg)

177.9
(年平均
販売単価
2,090円／
kg)

250.6
（年平均販
売単価
2,426円／
kg）

価格補正
1.224

218.8
(年平均
販売単価
2,571円／
kg)

177.7%
計画時から指数
が72.7ポイント
上昇した

畑作物・地域特
産作物（茶）

（茶）
事業実施地区
において茶栽
培面積のうち
早生晩生品種
の作付割合を
現状の34.7%
から44.9%ま
で増加

34.7%
作付面積
3,025a
早生晩生品
種面積
1,050a

34.7%
作付面積
3,025a
早生晩生品
種面積
1,050a

39.5%
作付面積
3,177a
早生晩生品種面
積
1,255a

44.9%
作付面積
3,225a
早生晩生品
種面積
1,450a

47.1%

早生品種を主に
改植を行ったこ
とにより早生晩
成割合が4.8ポ
イント増加し
た。

【農産物処理加
工施設】（生葉
受入管理設備、
蒸機設備、散茶
機設備、碾茶炉
設備、ツル切り
機設備、仕立室
機械設備、抹茶
加工機械設備）

253,260,000 110,581,000 0 12,663,000 130,016,000
H31.3.2

9

碾茶製造開始年度の令和元年度は秋
碾茶含め、21ｔを製造した。引き続
き碾茶栽培技術や生産加工技術の向
上に向けて取り組む他、他業種との
共同のもと6次化に積極的に取り組
む。

令和元年産は、秋冬番茶の割合が
大きく、その影響で単価が低下し
ている。ただし、一番茶単価は目
標を上回っており、生産安定に向
け関係機関と連携し、指導を行
う。
また、積極的に改植を実施してい
るところであるが、目標は達成で
きていないため、今後も計画的な
品種更新を推進するとともに、目
標達成に向けて指導を行う。

51.5%
総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の４の（２）のアのただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県平均達成率

　本県において、本年度の事業評価の対象となったのは１２地区であり、成果目標は達成率51.5%で目標未達成となった。
　内訳をみると２つある成果目標を両方ともに達成した地区は１地区、片方１つだけ達成した地区は５地区、両方共に未達成であった地区は６地区であった。
　成果目標が未達成となった地区の主な要因等は、気象条件などの要因により、10a当たり販売額の増加やブランド野菜の出荷割合の数値目標を達成できていないことによるものである。
　なお、成果目標が未達成の事業実施主体については、生産量を確保するとともに品質を向上するための適正な肥培管理や病害虫防除を徹底する等、県、市町、農協等の関係機関が連携して目標達成に向けた取組みを推進していく。


